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映画のイデオロギー的支配

映画は見る行為の芸術として始まった——観察者と真実の境界を溶かすことができるメディアとして。最高の実践者たちの手にあっては、今でもそうである。しかし映画を製作し、配給し、宣伝する制度的インフラは、進歩的グローバリズムのイデオロギー単一文化に支配されている。その単一文化はあまりに浸透しており、もはや自らがイデオロギーであることすら認識しなくなっている。ハリウッド、Netflix、主要なストリーミングプラットフォームは、どのストーリーが語られるか、どのような道徳的枠組みが許容されるか、人間的存在のどのようなビジョンが毎年数十億人の視聴者に伝えられるかを形作る進歩的グローバリスト的コンセンサスの中で機能している。これは陰謀ではない——文化である。これは、中央集権的な調整を必要とせずに、あらゆる国家プロパガンダ省と同じくらい信頼できるようにイデオロギー的一様性を生成する、自己強化的なインセンティブ、採用慣行、賞の構造、そしてアルゴリズム的キュレーションのエコシステムである。

Harmonismはこの現象に名前をつけるのは、映画への統合的な関わりがこれを認識することなしには不可能だからである。調和主義者の視聴者はボイコットや撤退をしない——このメディアは強力でかつ重要すぎるからである。代わりに、視聴者は識別眼を養う：芸術作品から真の智慧を抽出しながら、メディアが統合的な人間発展に対して武器化される時を認識する能力を。




支配のメカニズム

イデオロギー的単一文化がどのようにしてエンターテインメント・インフラを通して自らを再生産するか——採用、資金調達、賞、アルゴリズム的宣伝、批評的ゲートキーピング。





男性的原型の解体

現代映画とテレビにおける男性の系統的な解体。バカなお父さん、問題のあるヒーロー、毒性としての強さ。文明のストーリーテリング装置がもはや保護者、建設者、主権的な男を伝えなくなった時に失われるもの。





歴史叙述の手段化

イデオロギー的プロジェクトとしての歴史映画。特定の歴史的事象の選択、フレーミング、反復がどのようにして現在の政治目標に奉仕するか。真正な歴史的証言と苦難の叙述の戦略的展開を文明的レバレッジのために用いることの違い。





イデオロギーとしての表象

「表象」言説の支配。すべての人間が芸術の中に自らを見る資格があるという正当な主張から始まるものが、イデオロギー的コンプライアンスの手段へと変わっていく——必須の多様性指標、キャスティングを通した歴史的改訂（「ブラックウォッシング」）、ストーリーテリングの誠実さの人口統計学的チェックボックスによる置換。調和主義者の立場：真正な文化的多様性は制度的な命令からではなく、文明的健康から流れ出る。





道徳的複雑性のアルゴリズム的平坦化

Netflixのモデル——エンゲージメントのために最適化し、大量に製作し、すべてを公式に平坦化する——偉大な芸術が可能である条件を破壊する。ストリーミング単一文化は産業農業のエンターテインメント版である：高収量、栄養なし。





主権的な文化の侵食

グローバルなストリーミング・プラットフォームが地域の物語伝承の伝統を単一の輸出可能な製品に均質化する方法。日本、韓国、インド、アフリカ、ラテンアメリカの映画的主権の喪失はいかにして局所産業がグローバル・アルゴリズムに向かって志向するか。





実践としての識別眼

調和主義者の応答は撤退ではなく開発である。自らの意識に対する主権を保ちながら映画を教育的手段として関わる方法。基準は：この作品は真の洞察を伝えるか、それとも洞察に偽装されたイデオロギーを伝えるか。Greatest Films経典は航海補助装置として——このメディアを通した曲線経路として、同時に人類の最大の成就の一つであり、また最も効果的な操作の手段の一つでもあるメディアを通して。



参照：Greatest Films、The Visual Narrative Canon、Architecture of Harmony、Wheel of Harmony/learning/Wheel of Learning、Wheel of Harmony/recreation/Wheel of Recreation
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